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温暖化するシベリアの自然と人
Global Warming and the Human-Nature Dimension in Siberia
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シベリアは温暖化が最も顕著に進行すると予測される地域のひとつである。長期的な気温の上昇として表出する温暖
化は、短期的には乾燥と湿潤を繰り返しながら、永久凍土と陸域生態系に影響を及ぼす。本発表では、総合地球環境学研
究所で現在行っているシベリアに焦点を当てた研究プロジェクト（地球研・シベリアプロジェクト）の目的と構造、こ
れまでに得られた成果を紹介し、今後の課題について議論したい。なお、地球研・シベリアプロジェクトは、人工衛星
データを用いてシベリアの水・炭素循環の特徴を俯瞰的にとらえ、それらの変動の近未来予測を行うグループ（広域グ
ループ）、水・炭素循環の変動要因を現地観測から明らかにするグループ（水・炭素循環グループ）、都市と農村の双方
において、水・炭素循環の変動に対して人々がどのように適応しているのかを見極め、今後の適応策を考察するグルー
プ（人類生態グループ）から構成されている。
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